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共
交
通
会
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第
１
回

岬
町

地
域
公
共
交
通
会
議

1

１
地

域
公

共
交

通
会

議
と

は
？

２
岬

町
地

域
公

共
交

通
会

議
の

設
置

目
的


平

成
１

３
年

４
月

か
ら

運
行

し
て

い
る

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

バ
ス

は
、

住
民

の
重

要
な

移
動

手
段

と
し

て
住

民
生

活
に

大
き

く
貢

献
し

て
き

た
。

し
か

し
、

利
用

者
数

は
横

ば
い

か
ら

、
年

々
減

少
傾

向
に

転
じ

、
運

行
事

業
者

に
お

い
て

は
赤

字
運

営
と

な
っ

て
い

る
。

こ
の

よ
う

な
厳

し
い

環
境

の
中

で
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
バ

ス
を

運
行

す
る

事
業

者
か

ら
事

業
撤

退
の

意
向

が
示

さ
れ

た
。


こ

う
し

た
状

況
を

踏
ま

え
、

住
民

誰
も

が
い

き
い

き
と

安
心

し
て

住
み

続
け

ら
れ

る
よ

う
、

住
民

、
事

業
者

、
行

政
が

協
働

し
て

、

持
続

的
な

公
共

交
通

を
創

り
守

る
こ

と
に

よ
り

、
ク

ル
マ

に
頼

り
す

ぎ
な

い
交

通
ま

ち
づ

く
り

を
目

指
す

。
そ

の
た

め
、

み
ん

な

で
育

て
る

地
域

公
共

交
通

の
具

体
的

な
施

策
を

展
開

し
て

い
く

た
め

、
公

共
交

通
に

つ
い

て
の

基
本

的
な

計
画

を
策

定
す

る
も

の

で
あ

る
。


「

地
域

公
共

交
通

会
議

」
は

、
地

域
の

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
多

様
な

形
態

の
運

送
サ

ー
ビ

ス
の

普
及

を
促

進
し

、
旅

客
の

利
便

性
を

向
上

さ
せ

る
た

め
、

地
域

の
実

情
に

応
じ

た
運

行
計

画
等

に
つ

い
て

、
地

方
公

共
団

体
が

主
宰

者
と

な
り

、
地

域
の

関
係

者
に

よ

る
合

意
形

成
を

図
る

場
と

し
て

、
道

路
運

送
法

に
位

置
づ

け
ら

れ
た

。

地
域

の
多

様
な

サ
ー

ビ
ス

に
的

確
に

対
応

し
た

運
送

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
し

、
活

力
あ

る
地

域
社

会
を

実
現

！



第
１
回

岬
町

地
域
公
共
交
通
会
議

①
地

域
公

共
交

通
に

つ
い

て
の

課
題

・
問

題
を

共
有

す
る

・
岬

町
の

公
共

交
通

に
ど

の
よ

う
な

課
題

・
問

題
が

あ
る

の
か

②
岬

町
の

地
域

公
共

交
通

の
現

状
を

明
確

に
す

る

・
南

海
沿

線
地

域
や

山
間

部
、

大
規

模
開

発
住

宅
地

に
お

け
る

課
題

や
問

題
は

何
か

・
課

題
・

問
題

を
誰

が
解

決
す

る
の

か
（

住
民

、
事

業
者

、
又

は
行

政
な

の
か

）

③
岬

町
の

地
域

公
共

交
通

の
あ

り
方

を
議

論
す

る

・
岬

町
に

お
け

る
地

域
の

実
情

に
応

じ
た

公
共

交
通

の
あ

り
方

を
議

論
す

る
た

め
に

、
方

策
等

の
選

択
肢

を
提

示
す

る

2

３
地

域
公

共
交

通
会

議
の

ね
ら

い




大

阪
府

の
最

南
端

に
位

置
し
、
地

形
は

東
西
10
km

、
南

北
6k
m
、
面

積
49
.1
8平

方
キ

ロ
メ
ー
ト
ル

で
、
東
南
部
は
和
泉
山
脈
で
和

歌
山

県
と
接

し
て
お
り
全

体
の

約
80

％
が

山
地

で
あ
る
。


淡
輪
地
域
に
お
い
て
は

大
規

模
な
宅

地
開

発
が

行
わ

れ
、
現

在
で
は

本
町

人
口

の
約

半
数

を
占

め
る
に
至

っ
て
い
る
。

Ⅰ
．
岬
町
の

概
況

第
１
回

岬
町

地
域
公
共
交
通
会
議

■
地

勢

図
１

岬
町
全
域

航
空
写
真

図
２

岬
町

の
位

置

3
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50
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00

0
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10
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00

0
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00

20
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00

30
,0
00

40
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00

昭
和

50
年

昭
和

60
年

平
成
２
年

平
成

７
年

平
成

12
年

平
成

16
年

平
成

21
年

平
成

25
年

世 帯 数 （ 世 帯 ）

人 口 （ 人 ）

人
口

世
帯
数

■
人

口
及
び
高

齢
化

率

図
３

岬
町

の
人
口
と
世
帯
数
の
推
移


人
口

は
約
１
７
，
０
０
０
人
で
減

少
傾

向
、
世

帯
数

は
約

８
，
０
０
０
世

帯
で
増

加
傾
向
に
あ
る
。


高

齢
者

人
口

（
６
５
歳

以
上

）
は

増
加

傾
向

に
あ
り
、
昭

和
50

年
か

ら
平

成

22
年

で
約
2.
5倍

と
な
っ
て
い
る
。


昭

和
５
５
年
に
は

高
齢

化
率

は
９
％
だ
っ
た
が

、
平

成
２
２
年

に
は

高
齢

化

率
は

３
１
％
と
な
り
、
超

高
齢

社
会

に
入

っ
て
い
る
。

（
参

考
）
平

成
２
７
年
６
月
末
現
在
の
高

齢
化

率
：
３
４
．
９
％

図
４

岬
町
の
高
齢
者
人
口
（
6
5
歳
以
上
）と

高
齢
化
率
の
推
移

＊
高
齢
化
率
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
定
義
）

7％
～
1
4
％
未
満
：
高
齢
化
社
会

14
％
～
2
1％

未
満
：
高
齢
社
会

21
％
以
上
：
超
高
齢
社
会

出
典

：
住

民
基

本
台

帳

出
典

：
国

勢
調

査

第
１
回

岬
町

地
域
公
共
交
通
会
議
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■
将

来
人
口

及
び
高

齢
化

率

図
５

岬
町
の
将
来
人
口
と
高
齢
化
率


人

口
問

題
研

究
所

が
推

計
し
た
人

口
及

び
高

齢
化

率
で
は

、
今

後
も
人

口

は
減
少
、
高

齢
化
が
ま
す
ま
す
進
展
し
て
い
く
と
予

想
さ
れ

て
い
る
。

出
典

：
住

民
基

本
台

帳
人

口
問

題
研

究
所

第
１
回

岬
町

地
域
公
共
交
通
会
議
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図
６

地
域

別
人
口
の
推
移


区
域
別
の
人
口
は
、
淡
輪
地
域
が
最
も
多

く
、
次

い
で
深

日
地

域
と
な
っ
て

い
る
。


人

口
推

移
は

、
淡

輪
地

域
は

近
年

大
き
な
変

動
は

な
い
が

、
そ
の

他
の

地

域
は

減
少

傾
向

に
あ
る
（
昭

和
50

年
か

ら
平

成
24

年
で
約

５
割

減
少

）
。

図
７

地
域
別
の
高
齢
者
人
口
と
高
齢
化
率

出
典

：
住

民
基

本
台

帳

第
１
回

岬
町

地
域
公
共
交
通
会
議

6

出
典

：
住

民
基

本
台

帳
（
平

成
27

年
）


区

域
別

の
高
齢
者
人
口
は
、
淡
輪
地
域
が
最
も
多
く
、
次
い
で
深
日
地
域

と
な
っ
て
い
る
。


高

齢
化

率
は

、
孝

子
が

４
９
％

と
最

も
高

く
、
淡

輪
地

域
は

３
１
％

と
最

も
低

い
。

■
区

域
別
人

口
及

び
高

齢
化

率



■
施

設
立
地

状
況

第
１
回

岬
町

地
域
公
共
交
通
会
議

7


町

内
の

主
な
公

共
施

設
や

サ
ー
ビ
ス
施

設
（
金

融
機

関
、
ス
ー
パ

ー

な
ど
）
は

、
南
海
線
沿
線
や
幹
線
道
路

沿
い
に
集

積
し
て
い
る
。



図８ 町内の主な公共施設・サービス施設の分布状況
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■
人
の
動
き 図
９

岬
町

の
地
域
別
流
動
量
（
10
0
ト
リ
ッ
プ
以
上
）


岬
町
内

の
移
動

が
１
７
，
６
８
４
ト
リ
ッ
プ
と
最

も
多

い
。
町

外
の

移
動

で
は

、

和
歌
山
市
（
３
，
０
６
９
ト
リ
ッ
プ
）
、
阪
南
市
（
２
，
０
３
７
ト
リ
ッ
プ
）
、
大

阪
市

内
（
１
，
５
８
９
ト
リ
ッ
プ
）
が
多

い
。

出
典

：
京

阪
神
都

市
圏

パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ
調
査
（
平
成
２
２
年
）

□
地
域
間
流
動
状
況

第
１
回

岬
町

地
域
公
共
交
通
会
議

8

□
代
表
交
通
手
段


自

動
車

で
の

移
動
が
約
５
割
を
占
め
て
い
る
。
一
方
、
鉄
道
に
よ
る
移

動
は

減
少

傾
向

に
あ
る
。

出
典

：
京

阪
神

都
市

圏
パ

ー
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ
調

査

図
１
０

岬
町

の
代
表
交
通
手
段
の
推
移

パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ
調
査
は
、
調
査
対
象
地
域
内
に
お
け
る
人
の
動
き
、
す
な
わ
ち
「
い
つ
」
「
ど
こ
か
ら
」
「
ど
こ
ま

で
」
「
ど
の
よ
う
な
人

が
」
「
ど
の

よ
う
な
目
的
で
」
「
ど
の
よ
う
な
交
通

手
段
を
利
用
し
て
」
移
動
し
た
の
か
を
調
査
し
、

人
の
１
日
の
す
べ
て
の
動

き
を
と
ら
え
る
も
の
で
あ
る
。
近
畿
圏
で
は
昭
和

５
５
年
か
ら
１
０
年
ご
と
に
実
施
さ
れ

て

い
る
。
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田
尻
町

泉
南
市

阪
南
市

岬
町

鉄
道

バ
ス

自
動

車
二
輪

徒
歩

そ
の

他

第
１
回

岬
町

地
域
公
共
交
通
会
議

出
典

：
京

阪
神
都

市
圏

パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ
調
査
（
平
成
２
２
年
）

図
１
１

泉
南

地
域

の
代

表
交
通
手
段
の
推
移


自

動
車

の
利

用
割

合
を
見

る
と
、
ど
の

市
町

村
も
約

５
割

程
度

を
占

め
て
い

る
。
ま
た
、
鉄

道
利
用
者
の
割
合
が
高
い
比

率
を
示

し
て
い
る
。

□
泉
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図１５ 岬町の鉄道ネットワーク
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図１７ 鉄道サービス（鉄道駅徒歩圏域）のカバー状況
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図１８ コミュニティバス路線網
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2
7
%

4
1
%

乗
車

下
車

合
計

内
訳

（
5
月

7
日

）

【
バ

ス
停

の
類

型
化
】

乗
降

の
バ

ラ
ン
ス
が

取
れ

た
バ

ス
停

（
往

復
利

用
）
：
８
バ

ス
停

オ
ー
ク
ワ
前
、
谷
川
、
淡
輪
駅
、
谷
川
東

、
小
島

住
吉

、
多

奈
川

駅
、
岬

町

役
場
、
ピ
ア
ッ
ツ
ァ
５

降
車

が
多

い
バ

ス
停

（
目

的
地

型
往

路
利

用
）
：
３
バ

ス
停

岬
中

学
、
み

さ
き
公

園
駅

、
み

さ
き
公

園
駅

東
口

乗
車

が
多

い
バ

ス
停

（
発

地
型

往
路

利
用

）
：
３
バ

ス
停

さ
ら
池

前
、
望

海
坂

南
、
望

海
坂

利
用

者
が

極
端
に
少

な
い
バ

ス
停

：
１
６
バ

ス
停

小
島
自
然
海
浜
ほ
か



第
１
回

岬
町

地
域
公
共
交
通
会
議

□
運
行
本
数

15


基

本
路
線
は
、
平
日
で
は
午
前
６
時
か
ら
２
１
時

ま
で
、
望

海
坂

～
小

島
住

吉
区

間
２
４
本

を
、
小

島
住
吉
～
望
海
坂

区
間
２
５
本
を
運
行

し
て
お
り
、
他
の
自

治
体

が
運

行
し
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
に
比

べ
、
時

間
枠

が
広

く
便

数
も
多

く
運

行
さ
れ

て
い
る
。


多

奈
川
・
淡

輪
の
山
間
部
を
運
行
す
る
支

線
で
は

、
走

行
距

離
が

長
い
が

移
動

手
段

と
し
て
運

行
さ
れ

て
い
る
。

≪
基

本
路

線
≫

≪
多

奈
川

西
畑

・
東

畑
ル

ー
ト

≫

【
望

海
坂

→
小

島
住

吉
方

面
】

平
日

休
日

【
東

畑
⇔

オ
ー

ク
ワ

前
⇔

西
畑

】

望
海

坂
→

小
島

住
吉

9
本

8
本

○
東

畑
回

り
平

日
休

日

望
海

坂
→

み
さ

き
公

園
駅

4
本

オ
ー

ク
ワ

前
→

横
手

→
オ

ー
ク

ワ
前

3
本

2
本

多
奈

川
駅

→
小

島
住

吉
3
本

オ
ー

ク
ワ

前
→

横
手

→
岬

町
役

場
1
本

海
風

館
→

小
島

住
吉

2
本

2
本

合
計

4
本

2
本

淡
輪

駅
→

小
島

住
吉

2
本

2
本

望
海

坂
→

岬
中

学
校

1
本

○
西

畑
回

り
平

日
休

日

み
さ

き
公

園
駅

→
小

島
住

吉
1
本

2
本

オ
ー

ク
ワ

前
→

佐
瀬

川
→

オ
ー

ク
ワ

前
3
本

2
本

望
海

坂
→

谷
川

1
本

極
楽

橋
→

佐
瀬

川
→

オ
ー

ク
ワ

前
1
本

宇
度

墓
古

墳
→

谷
川

1
本

合
計

4
本

2
本

合
計

2
4
本

1
4
本

≪
淡

輪
畑

ル
ー

ト
≫

平
日

休
日

【
小

島
住

吉
→

望
海

坂
方

面
】

平
日

休
日

飯
盛

山
登

山
口

→
岬

町
役

場
3
本

2
本

小
島

住
吉

→
望

海
坂

9
本

8
本

岬
町

役
場

→
飯

盛
山

登
山

口
3
本

2
本

み
さ

き
公

園
駅

→
望

海
坂

5
本

1
本

合
計

6
本

4
本

谷
川

→
多

奈
川

駅
2
本

小
島

住
吉

→
み

さ
き

公
園

駅
2
本

1
本

≪
孝

子
ル

ー
ト

≫

小
島

住
吉

→
海

風
館

2
本

2
本

○
岬

町
役

場
→

上
孝

子
平

日
休

日

小
島

住
吉

→
淡

輪
駅

2
本

2
本

南
海

橋
→

上
孝

子
1
本

1
本

小
島

住
吉

→
多

奈
川

駅
1
本

岬
町

役
場

→
上

孝
子

3
本

2
本

小
島

住
吉

→
宇

度
墓

古
墳

1
本

合
計

4
本

3
本

谷
川

→
み

さ
き

公
園

駅
1
本

合
計

2
5
本

1
4
本

○
上

孝
子

→
岬

町
役

場
平

日
休

日

上
孝

子
→

岬
町

役
場

4
本

3
本



図２２ コミュニティバスの運行本数



第
１
回

岬
町

地
域
公
共
交
通
会
議16

□
バ
ス
停

の
標

高


山

手
地

域
の

バ
ス
停

と
役

場
付

近
の

バ
ス
停

で
は

標
高

差
が

約
１
０
０
ｍ

に
及

ぶ
と
こ
ろ
も
あ
る
。


み

さ
き
公

園
駅
前
団
地
、
望
海
坂
地
域
に
お
い
て
は

、
大

き
な
標

高
差

に

な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
高

齢
者

の
移

動
に
あ
た
っ
て
は

支
障

が
生

じ
る
こ

と
が

想
定

さ
れ

る
。



図２３ バス停の標高



第
１
回

岬
町

地
域
公
共
交
通
会
議17

□
バ
ス
サ
ー
ビ
ス
の
カ
バ
ー
圏

域


各

バ
ス
停
を
中
心
に
半
径
３
０
０
ｍ
を
徒
歩

圏
と
設

定
し
、
バ

ス
サ

ー
ビ
ス
を
見

る

と
、
居

住
地

を
概

ね
カ
バ

ー
し
て
い
る
。


コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
導

入
時

に
お
い
て
は

、
バ

ス
停

間
を
概

ね
２
０
０
ｍ
～

３
０
０
ｍ

と
設

定
し
た
経

緯
が

あ
る
。



図２４ コミュニティバスサービス（バス停徒歩圏域）のカバー状況



第
１
回

岬
町

地
域
公
共
交
通
会
議18

□
公
共
交
通

サ
ー
ビ
ス
の
カ
バ
ー
状
況


鉄

道
駅

と
バ

ス
停

に
徒

歩
圏

と
設

定
し
、
公

共
交

通
サ

ー
ビ
ス
を
見

る
と
、

居
住

地
を
概

ね
カ
バ

ー
し
て
い
る
。



図２５ 公共交通サービス（鉄道駅・バス停徒歩圏域）のカバー状況



第
１
回

岬
町

地
域
公
共
交
通
会
議19

□
人

口
と
公

共
交
通

サ
ー
ビ
ス
の
カ
バ
ー
状
況


人

口
集

積
状

況
と
公

共
交

通
サ

ー
ビ
ス
を
見

る
と
、
居

住
地

を
概

ね
カ

バ
ー
し
て
い
る
。



図２６ 人口と公共交通サービス（鉄道駅・バス停徒歩圏域）のカバー状況との関係
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合
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現
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運
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車

含
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運

転
手

等

基
本

路
線

支
線

利
用

者
１

人
あ

た
り

金
額

収
支

率
(
％

)
料

金
収

入
（
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円

）
運

行
補

助
金

（
千

円
）

運
行

経
費

（
千

円
）

収
支

（
千

円
）

利
用

者
数

（
人

）

第
１
回

 
岬
町
地
域
公
共
交
通
会
議

  2
0

 

□
事
業
収
支

 


事
業
の
収
支
状
況
は
、
基
本
路
線
並
び
に
支
線
と
も
赤
字
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
支
線
の
赤
字
は
大
き
く
、
収
支
率
は
３
％
と
な
っ
て
い
る
。

 



２
１

○
人

口
減

少
・

超
高

齢
社

会
へ

の
取

り
組

み
が

必
要

。
○

町
外

へ
の

移
動

は
、

和
歌

山
市

、
阪

南
市

及
び

○
自

動
車

の
利

用
割

合
は

約
半

数
と

高
い

。
ま

た
、

大
阪

市
が

多
い

。

鉄
道

の
利

用
率

も
高

い
。

○
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
バ

ス
利

用
者

は
減

少
し

、
赤

字

○
鉄

道
利

用
者

は
減

少
傾

向
。

駅
へ

の
移

動
手

段
は

経
営

と
な

っ
て

い
る

。

徒
歩

が
５

２
％

と
高

い
。

車
を

主
と

す
る

交
通

手
段

に
依

存
し

た
意

識
が

高
い

が
、

高
齢

化
の

進
展

に
よ

り
対

応
で

き
な

い
可

能
性

が
あ

る

南
海

電
鉄

は
主

に
沿

線
住

民
の

利
用

が
多

く
、

一
部

地
域

が
カ

バ
ー

で
き

て
い

な
い

。

バ
ス

事
業

は
、

コ
ス

ト
高

に
よ

る
赤

字
経

営
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
事

業
撤

退
を

表
明

す
る

。

人
口

減
少

、
高

齢
化

が
進

展
す

る
な

か
、

岬
町

の
生

き
残

り
と

活
性

化
を

図
る

た
め

に
は

、
「

岬
町

独
自

の
地

域

公
共

交
通

計
画

の
策

定
」

が
不

可
欠

で
あ

る
。

第
１
回

岬
町

地
域
公
共
交
通
会
議

１
．
デ
ー
タ
か
ら
み
た
地

域
公
共

交
通
に
対
す
る
意

識



２
．
岬
町
地
域
公
共
交
通
計
画
で
目
指
す
べ
き
方
向

第
１
回

岬
町

地
域
公
共
交
通
会
議22

住
民

生
活

と
都

市
活

動
を
支

え
る
公

共
交

通
の

確
立

住
民

生
活

を
支

え
、

ま
ち

づ
く

り
推

進
す

る
と

と
も

に
、

交
流

を
促

し
、

街
の

に
ぎ

わ
い

を
創

出
す

る
公

共
交

通
に

再
生

し
ま

す
。

○
マ

イ
カ

ー
に

依
存

し
た

交
通

体
系

か
ら

の
脱

却
を

図
り

、
環

境
に

配
慮

し
た

公
共

交
通

を
確

立

○
身

近
で

手
軽

な
移

動
手

段
で

あ
る

「
バ

ス
交

通
」

の
あ

り
方

を
見
直
す

○
住

民
に

と
っ

て
利

用
し
や

す
く

、
ま

た
同

時
に

地
域

住
民

で
育
て
て
い
く
意

識
の
醸
成
を

図
る

○
乗
継

円
滑

化
や

バ
ス

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
強

化
な

ど
に

よ
る

利
便
性
向
上
を

図
る

○
岬

町
が

目
指

す
ま

ち
づ

く
り

に
関

す
る

計
画

と
の

整
合

性
を

図
り
、
地
域
の

活
性
化
及
び

住
民

福
祉

の
向

上
に

寄
与

す
る



第
１
回

岬
町

地
域
公
共
交
通
会
議23

～
子

や
孫

の
代

ま
で

続
く

公
共

交
通

に
し

よ
う

！
～

創
ろ

う
！

守
ろ

う
！

み
ん

な
の

公
共

交
通

基
本

理
念

住
民

誰
も

が
い

き
い

き
と

安
心

し
て

住
み

続
け

ら
れ

る
よ

う
、

住
民

、
事

業
者

、
行

政
が

協
働

し
て

、
持

続
的

な
公

共
交

通
を

創
り

守
る

こ
と

に
よ

り
、

ク
ル

マ
に

頼
り

す
ぎ

な
い

公
共

交
通

ま
ち

づ
く

り
を

目
指

す
。

３
．
岬
町
地
域
公
共
交
通
計
画
の
概
要



基
本

方
針

24

１
．

地
域

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
公

共
交

通
サ

ー
ビ

ス
を

確
保

し
、

交
通
空
白
区
域

を
つ
く
ら
な
い

２
．

地
域

の
特

性
に

応
じ
た

適
切

な
公

共
交

通
シ

ス
テ

ム
を

、
住
民
、
企
業
、

交
通
事
業
者
、

行
政

な
ど

の
協

働
・

連
携

の
も

と
に

実
施

す
る

。

３
．

利
便

性
の

高
い

公
共

交
通

体
系

の
確

立
を

図
る

４
．

住
民

な
ど

が
主

体
と

な
り

、
地

域
公

共
交

通
を

維
持

す
る

住
民

ニ
ー

ズ
に

合
致

し
た

バ
ス

路
線

の
充

実
と

運
行

の
効

率
化

住
民

の
モ
ビ
リ

テ
ィ
（
移
動
し

や
す
さ
）

の
持

続
的

な
確

保

第
１
回

岬
町

地
域
公
共
交
通
会
議



25

基
本

路
線

(
駅

直
通

路
線

＋
町

内
循

環
路

線
)

○
利
用
が
多
く
、
ま
ち
づ
く
り
の
上
で
主
軸
と

な
る
路
線

○
買
物
な
ど
の
移
動
に
必
要
な
路
線
と
し
て
、

ま
ち
づ
く
り
、
住
民
生
活
の
不
可
欠
な
モ
ビ

リ
テ
ィ
を
確
保
す
る
。

新
た

な
移

動
手

段
(
デ

マ
ン

ド
型

路
線

)

○
利
用
者
が
一
部
の
区
域
、
も
し
く
は
一

部
の
住
民
に
限
ら
れ
る
路
線
と
し
、
住

民
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
て
、
運
営
・
運
行

形
態
を
再
構
築
し
、
必
要
な
モ
ビ
リ

テ
ィ
を
確
保
す
る
。

１
．

現
行

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ
バ

ス
路

線
を

改
善

・
強

化
す

る

２
．

あ
ら

た
な

輸
送

手
段
（

デ
マ

ン
ド

型
）

を
実

現
す

る
た
め

の
取
り
組
み
を

図
る

３
．

効
率

的
な

バ
ス

交
通
シ

ス
テ

ム
を

構
築

す
る

た
め

、
交
通

結
節
点
、
乗
継

拠
点
の
整
備
を

図
る

４
．

住
民

と
来

訪
者

が
と
も

に
移

動
し

や
す

い
交

通
環

境
づ
く

り
に
取
り
組
む 第

１
回

岬
町

地
域
公
共
交
通
会
議

バ ス 路 線 の 位 置 づ け

５
．

地
域

公
共

交
通

を
、
社

会
全

体
で

支
え

る
仕

組
み

を
構
築

す
る

主 な 施 策




